










の 1つ《声楽とピアノのためのエドゥアルト・メーリケによる詩集 Gedichte von Eduard Mörike für 












3）彼の『詩集 Gedichte』は、第 1版を 1838年、第 2版を 1847年、第 3版を 1856年にコッタ社より出版している。これらは、
版を重ねるごとに改訂が行われ、1867年に出版された第 4版が最終的な版である。その後、出版の権利は、ゲッシェン社



















































歌 Jägerlied」（狩人のモティーフ）、「夜明け前のひとときに Ein Stündlein wohl vor Tag」と「こうの
とりの使い Storchenbotschaft」（鳥のモティーフ）、「春だ Er ist’s」と「春に Im Frühling」（春のモティー
フ）、「問いと答え Frage und Antwort」と「さようなら Lebe wohl」（ルイーゼ・ラウ Luise Rauとの
別れ）、「捨てられた娘 Das verlassene Mägdlein」と「アグネス Agnes」（不実な恋人を待つ娘のモティー
フ）、「古画に寄す Auf ein altes Bild」と「眠れる幼子イエス Schlafendes Jesuskind」（受難を描いた絵画）、
「恋人に An die Geliebte」と「新しい愛」（愛のモティーフ）。また、「ため息 Seufzer」と「慰めはど











1846年頃に創作された第 1節と既に創作されていた第 2節が異なる詩として並べられ、『詩集』第 4版においてようやくこ
の 2つの詩は一編の詩とされた。
9）この 2つの歌曲は、《メーリケ歌曲集》の創作が始まってすぐの 1888年 2月 22日に作曲されている。擬人化された蜜蜂と
ツバメとの対話という点で類似しながらも、状況は対照的であるこの 2つの詩では、〈少年と蜜蜂〉の第 1節の音楽が、〈夜
明け前のひとときに〉の全体を支配するモティーフとして転調しながら繰り返されている。この 2曲の関連性について、スー
ザン・ユーエンス Susan Youens（1947–）は、「詩人が別々に考えた 2つの詩をヴォルフが同時に置いたとき、彼はこの 2つ
の歌曲を原因と結果としてみなした」と考察している（Youens 2000: 128、執筆者訳）。
4〔表１〕ヴォルフの歌曲をメーリケの『詩集』に沿って並び替えた場合
詩集 10） 『詩集』第 4版の配列 創作年 11） 歌曲集 12）
　 5 13） 「少年と蜜蜂 Der Knabe und Immlein」 1837 2
6 「老婆の忠告 Rat einer Alten」 1833 41
7 「出会い Begegnung」 1829 8
8 「狩人 Der Jäger」 1828 40
9 「狩人の歌 Jägerlied」 1837 4
10 「夜明け前のひとときに Ein Stündlein wohl vor Tag」 1838 3
11 「こうのとりの使い Storchenbotschaft」 1838 48
　15 14） 「明け方に In der Frühe」 1828 24
16 「春だ Er ist’s」 1829 6
17 「春に Im Frühling」 1828 13
18 「少女の初めての恋歌 Erstes Liebeslied eines Mädchens」 1830 42
19 「散歩 Fußreise」 1828 10
21 「エオリアンハープに寄す An einer Aeolsharfe」 1837 11
26 「問と答え Frage und Antwort」 1828 35
27 「さようなら Lebe wohl」 36
28 「郷愁 Heimweh」 37
33 「飽くなき恋 Nimmersatte Liebe」 1828 9
34 「庭師 Der Gärtner」 1837 17
36 「風の歌 Lied vom Winde」 1828 38
37 「捨てられた娘 Das verlassene Mägdlein」 1829 7
38 「アグネス Agnes」 1831 14
39 「妖精の歌 Elfenlied」 1831 16
44 「炎の騎士 Der Feuerleiter」 1824 44
47 「ムンメル湖の妖精 Die Geister am Mummelsee」 1830 47
50 「ヴァイラの歌 Gesang Waylas」 46
82 「恋人の歌 Lied eines Verliebten」 1837 43
87 「隠遁 Verborgenheit」 1832 12






590 「そう思え、魂よ Denk O Seele」 1855 39
　91 15） 「ペレグリーナⅠ PeregrinaⅠ」 1824 33
91 「ペレグリーナⅣ PeregrinaⅣ」 1824 34
92 「真夜中に Um Mitternacht」 1827 19
94 「徒歩旅行にて Auf einer Wanderung」 1845 15
95 「希望の傍らの回復者 Der Genesene an die Hoffnung」 1838 1
124 「新年に Zum neuen Jahr」 1832 27
127 「古画に寄す Auf ein altes Bild」 1837 23
128 「眠れる幼子イエス Schlafendes Jesuskind」 1862 25
　129 16） 「クリスマス・ローズに寄すⅠ Auf eine ChristblumeⅠ」 1841 20
129 「クリスマス・ローズに寄すⅡ Auf eine ChristblumeⅡ」 1841 21
135 「恋人に An die Geliebte」17） 1830 32
136 「新しい愛 Neue Liebe」 30
137 「眠りに寄す An den Schlaf」 29
138 「ため息 Seufzer」 1832 22
139 「慰めはどこに？Wo find ich Trost？」 1827 31
140 「祈り Gebet」 1832 28




190 「４月の山黄蝶 Zitronenfalter im April」 1860 18
204 「ことづて Auftrag」 1828 50
205 「鼓手 Der Tambour」 1837 5
211 「ある婚礼で Bei einer Trauung」 51
216 「告白 Selbstgeständnis」 1837 52
218 「いましめ Zur Warnung」 1836 49
228 「あばよ Abschied」 1838 53
15）『ペレグリーナ』は、連作詩のため 1つの作品として『詩集』で扱われている。
16）『クリスマスローズに寄す』は、『詩集』の中で 1つの詩として扱われている。
17）「恋人に」は、1830年の『1830年のソネット Sonetto um 1830』の中の第 4番の詩。


































ス王のアクスール Axur, König von Ormus》（1788）のアルテネオ Arteneoのアリアに寄せて創作された作品であり、「眠りに
寄す」は、ドイツの医学者ハインリヒ・マイバウムが書いたラテン語の詩の翻訳である（森 2000: 245、247）。
20）「ため息」は古代ローマ末期のキリスト教詩人フォルトゥナトゥス Venantitus A Fortunatus（530–600?）のラテン語による
受難の賛歌に基づいた創作であり、「慰めはどこに？」は、聖書の「イザヤ書」第 21章 11–12節と「ヤコブの手紙」第 1








ル、メーリケ、ゲーテ、そしてユスティヌス・ケルナーの詩による 6つの詩 Sechs Gedichte von 
Scheffel, Mörike, Goethe und Justinus Kerner》（1887）において、バリトンのために書かれたシェッフェ
ルとメーリケの 3つの歌曲21）、そして、表題に「歌曲 Lieder」という表題を用いたア・カペラの合








ルフ Joseph von Eichendorff（1788–1857）が 1837年に発表した『詩集 Gedichte』の第 6の項目である「宗
教的な詩 Geistliche Gedichte」の中に収められた詩から 6つの作品をヴォルフが選択し、作曲した
合唱曲である。このうち 3つの詩は、6つの詩から成る連作詩『巡礼者 Pilger』（1857）から抜粋さ
れている。アイヒェンドルフは、自らを「宗教詩人」と呼び、自身の著作『ドイツにおける宗教文















































































　この《アイヒェンドルフの詩による 6つの宗教的な歌曲》は、次の 6曲から成る。第 1曲〈仰
ぎ見ること Aufblick〉、第 2曲〈内省 Einkehr〉、第 3曲〈忍従 Resignation〉、第 4曲〈最後の願い
Letzte Bitte〉、第 5曲〈従順 Ergebung〉、第 6曲〈高み Erhebung〉。このうち『巡礼者』に含まれる





対照的な 2人の人物像が描かれる。第 2節で描かれているのは、「誤った傾注Der falsche Fleiß」によっ
て歩んでいる人物で、その行いが正しくないとしても真実は「深く葬られる alles tief begraben」。一方、
第 3節で描かれている人物は、対照的に忠実な信仰心により「永遠の尖頭 ew’gen Zinnen」に就く。
この詩で描かれている 2人の人物の対照性は、神に仕えるか否かというキリスト教徒の目的として
理解することが出来る。ヴォルフの手紙にも登場した第 3曲〈忍従 Resignation〉は、バロック時
代のハンス・ヤーコプ・クリストッフェル・フォン・グリンメルスハウゼン Hans Jakob Christoffel 
von Grimmelshausen（1622?–1676）の小説『ズィンプリツィスィムスの冒険 Der Abentheuerliche 
Simplizissimus』（1669）を模範として創作された詩である（Schulz 1987: 1033）。前曲と同じく夜の
憩いを描いたこの詩では、昼に「欲 Lust」と「苦しみ Not」を受けたことからの解放を「静かな夜
stille Nacht」に訴え、神の救いの象徴である「永遠の暁 ew’gn Morgenrot」が求められる。
　第 4曲から『巡礼者』の中より選択された詩を用いた歌曲となるが、この作品から重々しい「苦
悩」が描かれる。〈最後の願い〉では、詩の主人公は、既に「致命傷を負った騎士のように wie ein 
Todeswunder Streiter」、もはや生きることに疲れきり、歩むことが出来ない。そして、この主人公は、
「もはや望むことも、願うこともなき故に denn ich wünsch’ und hoff nichts mehr!」と死を目前にした
23）この歌曲集における個々の歌曲の表題は、ヴォルフによるもので、アイヒェンドルフの『詩集』とは異なる。アイヒェ
ンドルフの『詩集』の最終稿では、第 1曲は「昼Mittag」、第 2曲は「夜の挨拶 Nachtgruß」、第 3曲は「隠者 Der Einsiedler」、
第 4曲は「致命傷を負った騎士のようにWie ein Todeswunder Streiter」、第 5曲は「主よ、御心が行われますように！ Dein 
Wille, Herr, geschehe!」、第 6曲は「降り注ぎたまえ So laß herein nun brechen」となる。
11
かのように絶望している。この曲に続けられる〈従順〉では、「私たち、罪びとを／憐れみを持っ
て罰したまえ！ O, mit uns Sündern gehe / Erbarmend ins’s Gericht!」という原罪に対して裁きを求める
キリスト教徒の姿が描かれる。そして、終曲として配置された〈高み〉では、神の絶対的な権威を


























































おいても、F音へ解決する倚音として同じく Ges音が鳴り響く〔譜例３〕。この音は、第 4節第 1





〔譜例 2〕〈慰めはどこに？〉T.1 － T.2 〈慰めはどこに？〉T.12
© Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien.
〔譜例 3〕〈新しい愛〉T.1 － T.2
© Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien.
〔譜例 4〕〈新しい愛〉T.25 － T.26
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Die Betrachtungen über den geistlichen Ausdruck von Wolf bei den “Mörike Liedern”
Yosuke ASANO　
　Als charakteristisches Merkmal für die kompositorische Haltung von Hugo Wolf sind die sachlichen 
Auslegungen eines einzelnen Gedichtes und der Aufbau des großen Liederbuchs zu nennen, mit denen er 
eine musikalische “Gedichte” schaffen wollte. Dadurch ist er heute als ein Vertreter der späten Romantik 
weltberühmt geworden. Mit dem Titel “Gedichte von ~” zeigte Wolf diese Haltung und auch nannte sich 
selbst “sachlichen Dichter”. Hingegen teilte er bei einem Hauptwerk “Gedichte von Eduard Mörike für eine 
Singstimme und Klavier” (Mörike Lieder) die beiden Lieder “Seufzer” und “Wo find ich Trost?”, die von 
Agnes in “Maler Nolten” vor dem Selbstmörder gesungen werden, in Nr. 22 und Nr. 31 auf und zwischen 
diese beiden Stücke legte er verschiedene geistliche Lieder hinein. Dadurch bekommt man ein Gefühl 
“das Leiden Christi” in Unterschied zum Ausdruck der “Gedichte” Mörikes. Der Ausdruck des geistlichen 
Pessimismus von Mörike waren die Schuldgefühle, die durch sein tragische Liebeserlebnis hervorgerufen 
wurden: Seine Schuldgefühle über seine sexuellen Triebe führten am Ende zum Tod. Das war entgegen des 
christlichen Dogmas.
　Bei Wolf ist der Ausdruck des geistlichen Pessimismus in früheren Kompositionen zu sehen, beispielsweise 
“Sechs geistliche Lieder nach Gedichten von Eichendorff ” oder “Sechs Gedichte von Scheffel, Mörike, 
Goethe und Justinus Kerner”. Dorschel analysiert: “Ein Motiv faszinieret ihm sein ganzes Leben lang”. 
Jedoch wird der Begriff für seine geistlichen Lieder ganz klar durch seinen Brief, den er während der 
Komposition des “Sechs geistliche Lieder nach Gedichten von Eichendorff” schrieb. In seinem Brief schrieb 
er über seine künstlerische Aufgabe für einen geistlichen Ausdruck, “das Urbild der Gottheit zu schauen wird 
die heilige Kunst mein leitender Engel sein”. Auch schrieb er über Schopenhauer, der Pessimismus und die 
Erlösung in seinem Buch “Die Welt als Wille und Vorstellung” abhandelte. Die Kompositionen von Wagner 
sind ebenfalls durch sein Werk beeinflusst.
　Durch Schopenhauers Begriff wird es klar, warum Wolf in den “Mörike Liedern” die geistlichen Lieder 
sammelte. Wolf legte die geistlichen Lieder zugrunde, die persönliche Traurigkeit ausdrückten und stellte 
die Stücke über “das Leiden Christi” zusammen, um die geistliche Färbung zu verstärken. Dieser Ausdruck 
tritt dann mit der Verbindung der Lieder “Neue Liebe” und “Wo find ich Trost” hervor. Daß der Ton “Ges”, 
das Zeichen für das Erwachen des Glaubens in “Neue Liebe”, auch im “Speermotiv” in “Wo find ich Trost?” 
benutzt wird, verbindet die beiden Lieder musikalisch und drückt “Leidenschaft” durch den Kontrast 
zwischen diesen Liedern aus.
　Der Ausdruck für den Wolfschen geistlichen Pessimismus ist “christliche Leidenschaft” und kann als 
17
Einfluss Schopenhauers verstanden werden.
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《メーリケ歌曲集》に見られるヴォルフの宗教的な表現について
浅野洋介　
　後期ロマン主義を代表する作曲の一人である H.ヴォルフ（1860–1903）は、個々の詩の客観的な
解釈と、さらには音楽による『詩集』の創作を目的として、大規模な歌曲集を構成したことに彼の
作曲姿勢の特徴が集約されている。この作曲姿勢は、表題に「～による詩集 Gedichte von～」とい
う言葉を使うことで示され、自らも「客観的詩人」と名乗った。しかし、彼の代表作の 1つである
《声楽とピアノのためのエドァアルト・メーリケの詩集》（メーリケ歌曲集）では、メーリケの自伝
的小説『画家ノルテン』において、アグネスが自殺する前の絶望を歌う、関連づけられた〈ため息〉
と〈慰めはどこに？〉を第 22曲と第 31曲に配置し、その間に様々な宗教的な歌曲がまとめられて
いる点でメーリケの『詩集』とは異なる「受難」の印象が与えられる。メーリケの宗教的なペシミ
ズムの表現は、詩人の悲劇的な恋愛体験と結びいた、性的な衝動は罪であり、死をもたらすという
罪の意識であり、普遍的な宗教的な教義の表現ではないからである。
　ヴォルフの歌曲における宗教的なペシミズムの表現は、《アイヒェンドルフによる 6つの宗教的
な歌曲》や《6つの詩》においても見られ、初期の作品の特徴の一つを成す。ドルシェルは、「ヴォ
ルフを一生にわたって魅了したモティーフ」と分析しているが、《アイヒェンドルフによる 6つの
宗教的な歌曲》の作曲におけるヴォルフの手紙を通じて、彼の宗教的な作品の概念が明らかになる。
この手紙では、「神の現像をみることが聖なる芸術」という宗教的な表現に対する芸術家の使命が
書き記され、さらにはショーペンハウアーとの繋がりも記されている。ショーペンハウアーは、主
著である『意思と表象としての世界』において、「苦悩」を通じて「諦念」へと達することが、「生
と苦悩からの解脱」となり、「真の救い」へと繋がると捉え、この概念は、ヴォルフが敬愛するヴァー
グナーの作品にも大きな影響を与えた。
　ショーペンハウアーとの繋がりは、ヴォルフの《メーリケ歌曲集》の宗教的なまとまりの意図を
明らかにする。彼は、メーリケの個人的な悲哀の表現である宗教的な詩を基礎に置きながらも、「受
難」を描いた作品をまとめることで宗教的な色合いを強めている。そして、その表現は〈ため息〉
と本来関連づけられるべき〈慰めはどこに？〉とキリスト教的な信仰の目覚めを歌った〈新しい愛〉
を関連づけることに集約される。〈新しい愛〉では、信仰の目覚めを表す「甘い衝撃」を表す Ges音が、
〈慰めはどこに？〉における「槍のモティーフ」においても使われることで音楽を通じて結び付け
られ、その対比によって信仰を持つ「苦悩」が表現されているからである。
　ヴォルフの宗教的なペシミズムの表現は、普遍的なキリスト教の信仰の「苦悩」の表現であり、
その表現はショーペンハウアーの影響として理解されるのである。
